
　（別紙４（２）） 事業所名　：　グループホーム　あいけい

目標達成計画 作 成 日 　：　令 和　４　年　６　月　２１　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点・課題 目　標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成

に要する期
間

1 4

地域密着型サービス事業所における運営推進
会議の意義と役割を確認し、運営推進会議を２
か月に１回以上開催する工夫と運営推進委員
として家族代表者と知見者の参加に向けた取り
組みが望まれる

コロナ禍ではあるものの２か月に１回以上の
運営推進会議開催時には、知見者を交えて
実施出来るようにする

知見者を選任する。現在各事業所に依頼の打
診をしている。選任後は会議に参加して頂き、
当事業所の取り組みや改善点への助言をもら
い反映し、取り組みます。

３ か月

2 6

身体的拘束等の適正化委員会は、事業所での
身体拘束の有無に関わらず、３か月に１回以上
開催し、議事録の整備と職員への周知が望ま
れる。身体拘束等適正化のための職員研修の
定期的（年２回以上）な実施も望まれる。

全職員を対象に身体拘束についての研修を
行い、身体拘束適正化委員会の現内容に
ついても話し合い、委員会の議事録を整備
して周知し、全職員で取り組んでいけるよう
にする

身体拘束についての研修実施や委員会後に内
容説明や議事録での情報共有、周知を行う。
再度レールにクッション性のあるカバーをかけ
たり、臥床後はベッドを低床に設定する等の危
険除去を行い、安全な環境作りに取り組みま
す。

３ か月

3 7

事業所においては、全職員対象に高齢者虐待
防止関連法について、定期的（年２回以上）に
学ぶ機会を持ち、虐待防止の徹底に努めること
が望まれる。マニュアルは、事業所の状況に
沿って見直すことに期待したい 。

全職員を対象に高齢者虐待防止関連法に
ついての研修（勉強会）を行い、より虐待防
止の徹底を行い、マニュアルの把握を図り、
状況により見直せるようにする

高齢者虐待防止関連法についての研修実施や
マニュアル把握を行い、勉強会時には、現況確
認も行い、日常のケア上での虐待防止意識が
より高められるよう取り組みます。

３ か月

4 35

あらゆる災害を想定した定期的な避難訓練の
実施が消防法で定められており、利用者の安
全な避難誘導のためにも、年２回以上の昼夜を
想定した訓練の実施が望まれる。利用者と職員
の３日分以上の備蓄も望まれる。

年２回以上の昼夜を想定した訓練を確実に
実施できるようにする。

所管の消防機関と事前調整を行い、防火管理
者作成の消防訓練計画書に基づき、その他職
員と連携を図り、怪我無く安全に実施できるよ
う取り組みます。

１ か月

5 12

就業規則は、職員が確認できるよう事業所へ設
置し、職員採用時は、雇用契約書の交付が望
まれる。健康診断は、夜勤者の年２回の実施に
向けた検討が望まれる。年次有給休暇の取得
等は、職員の意向を反映した勤務調整が望ま
れる。

就業規則を職員がいつでも確認できる場所
へ設置する。また、夜勤者の年２回の健康
診断が実施できるようにする。

就業規則を全職員がいつでも確認できる場所
へ設置する。また、健康診断の日程がいつでも
確認できる場所へ掲示する。

１ か月

注） 項目の欄については、自己評価項目の番号を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。
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6 40

利用者と職員が同じ食事を一緒に食べる意義
を再確認し、味付けや食事の量、利用者の食
欲等に留意しながら、同じ食事を一緒に味わう
取り組みが望まれる。

コロナ禍ではあるもののご入居者様、及び
ご家族様へご理解を頂けるよう工夫し、実施
できるようにする。

職員は可能な限り、食事介助の不要な方の隣
席に座り、嗜好を把握したり、会話をしながら一
緒に同食を摂りながら、より美味しく食べて頂
けるよう取り組みます。

６ か月

2 か月

3 か月

4 か月

5 か月

注） 項目の欄については、自己評価項目の番号を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。
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